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G25.65+1.04の2011年12月頃のデータから位相補償解析によ
る像を上手く描けていない。 

考えうる要因として右のグラフのように、最近活発になってき
た太陽活動に伴う電離層での遅延の影響が考えられる。 

VERAにおける電離層遅延の補正はJPL提供のグローバルな
TEC値(=全電子数)を採用しているが、各局のGPSを用いた大
気遅延量の測定をもとにした局所的かつ高頻度のTEC値が必
要である可能性がある。 

今後、2011年秋以降に観測されている他の天体についても位
相補償解析を進め、同様な現象が起きているか調べる。 

目的：銀河系バー周辺天体の絶対固有運動・年周視差計測から３次元運動から 
　　　バーの存在を示したい。 

観測：今年2月に9天体終了、1天体継続、３天体新規。 

結果：UVW再計算(=遅延追尾再計算)2011年度版の結果でflatな円運動の優位性を否定。 

課題：UVW再計算2012年度版での複数天体の全エポックの解析が急務。 
→ 昨年末よG25.65+1.04の位相補償失敗、天体固有の問題かTEC値倍増等の影響？ 

課題：高感度・短基線アレイによるサンプル増。 

上の３つのモデルとVLBI観測で得られた視線速
度・固有運動・銀経座標の３次元を比較 


